
二
〇
一
八
年
七
月
一
三
日

天

神

へ

片

陰

つ

づ

る

女

坂

な

つ

き

鳶

の

輪

の

山

巓

高

く

梅

雨

明

く

る

有

香

覗
き
見
る
井
戸
に
三
つ
四
つ
ま
く
わ
瓜

は

く

子

二
〇
一
八
年
七
月
一
二
日

足

元

の

靴

裏

返

り

三

尺

寝

た

か

子

定

食

の

お

ま

け

が

嬉

し

冷

奴

う

つ

ぎ

大

観

の

霊

峰

十

趣

館

涼

し

小

袖

二
〇
一
八
年
七
月
一
一
日

太

柱

し

か

と

爪

た

て

蝉

の

殻

ぽ

ん

こ

子

ら

の

声

空

に

谺

す

プ

ー

ル

か

な

宏

虎

ス
ト
レ
　ッ　
チ
し
な
が
ら
庭
の
草
を
引
く

こ
す
も
す

二
〇
一
八
年
七
月
一
〇
日

梅
雨
明
け
の
風
吹
き
抜
け
る
三
和
土
か
な

三

刀

短
夜
や
豪
雨
の
ニ
　ュ　
ー
ス
つ
ぎ
つ
ぎ
と

満

天

ジ

　ャ　

ン

プ

し

て

脚

長

き

こ

と

雨

蛙

た

か

子

突

と

浮

き

白

玉

団

子

茹

で

上

が

る

た

か

子

二
〇
一
八
年
七
月
九
日

豪

雨

明

け

初

蝉

を

聞

く

朝

の

卓

せ

い

じ

切

通

し

過

ぎ

て

展

け

し

青

田

か

な

愛

正

飴

玉

が

終

点

と

な

る

蟻

の

道

た

か

子

二
〇
一
八
年
七
月
八
日

木

彫

の

盆

に

輪

染

み

や

冷

麦

茶

よ

う

子

夏

木

立

一

本

道

の

先

は

湖

智

恵

子

二
〇
一
八
年
七
月
七
日

河

骨

の

同

じ

角

度

に

傾

ぎ

け

り

た

か

子

交

叉

す

る

旧

街

道

や

夏

燕

う

つ

ぎ

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
八
年
七
月
一
五
日
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